それ はとに かく モン タ ー ジ ュ 芸術 技法 は 使用す るメ 

ディ アムが 何で あっても 可能で ある。 たとえば 食物で 

も 巧みに 取り合わせられた 料理 は 一 種の モン タ ー ジュ 

芸術と 言われな くもない。 そうだと すれば、 ラジオに 

よる 音響 放送の 素材の 適当なる 取り合わせ、 配列に 

よって 一 種の 芸術的 モン タ— ジュ 放送 を 創作す る こと 

が 充分 可能な わけであろう。 

もっとも、 従来 行なわれた ラジオ ドラマ ふうの もの 

の 中には、 やや 前記の モン タ ー ジュに 類す る 要素 をい 

くぶん か 備えた と 思われる もの も あるか もしれ ない。 

それ は その ^作者に そういう は つ きりした 意図 はな 



ている 事実が これに 対する 一 つの 答弁で あるが、 それ 

ばかりで はない、 もっと 重要な ことがある。 現在 同 刻 

に 他所で 起こりつつ ある 出来事の 音響効果の 同時 放送 

中に、 過去に おける 別の 場所の 音的シ ー ンを 適当に 

插入 あるいは ォ ー ヴァ ー ラップ させ、 あるいは また 

フエ— ド. イン、 フエ— ド • アウトさせる ことによ つ 

て、 現在の シ— ンの 効果 を 支配し 調節 するとい うこと 

がで きる とすれば、 そ れは 蓄音機 だ け の 場合 にて は 決 

して 有り得ない 一 つの 現象 を 出現させる ことにな るか 

ら である。 

まんしゅう 

たとえば 満州 における 戦況の 経過に 関して 軍務 当 



局 者の 講演が ある 場合に、 もし 戦地に おける 実際の 音 

的シ— ンの レコ— ドを 適当に 插入 する ことができれば、 

聴衆の 実感 ははな はだしく 強調され るであろう。 また 

少し 極端な 例 を 仮想して みると すれば、 たとえば フラ 

ンスで ナポレオンの 記念祭 に 大統領が 演説した りする 

際に、 もしも 本物の ナポレオンの 声 や、 ゥォ ー タ ー ル— 

の 砲声 や、 セントへ レナの 波の音の レコ— ドが (そう 

いう ものが あつたと して、 それが 保存され ていたと し 

て) 適当に 插入 された としたら、 それ は 実に 不思議な 

印象 を 与える であろう。 それほどで なくても、 たとえ 

ば 議院 新築 落成式の 日に、 過去の 議会に おける いろい 



ろな 故人の 演説の 断片 を 聞く ことができても 多少の 感 

慨は あるであろう。 

もしも、 レコ— ドと 現場の 放送との 継ぎ目 を 自由に 

ちょうど フィルム をつな ぐよう に つなぐ ことができれ 

ば、 すでに 故人と なった 名優と 現に 生きて いる 名優と 

せりふの やり取り をさせる こと もで きる であろう。 九 

代 目 X 十 郎と十 一 代 目 X 十郎 との 勧進帳 を 聞く 事 も 

可能で あり、 同じ Y 五郎の、 若い 時と 晩年との 二役 を 

対峙させる こと も 不可能ではなくなる。 

もし また、 いろいろな 自然の 雑音 を 忠実に 記録し 放 

送す る ことができる 日が 来れば、 ほんとうに 芸術的な 



しるして みた 次第で ある。 

(昭和 六 年 十二月、 日本放送協会 調査 時報) 
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